
 

 

 

 

 「吐く息が白いね」と、季節の変わり目を肌で感じている子供達。吐く息が冬の空気に吸い込まれて

いくようです。今週からは、寒さがひとしお身に染みるようになり、何年かぶりの冷え込みとなっており

ます。さて、今月の“こひつじ便り”では「絵本」や「クリスマス」について着目しました。今年度は新型コ

ロナウイルス対策に追われた一年でしたが、その中で大切なものが見えてきたように思います。身近

な家族や自分自身と向き合う時間、新しい生活様式の中で、何を大切に生きていくかなど・・・。考えさ

せられた一年の中に成長をさせて頂いたように感じます。年末年始と体調管理に気をつけ、家族団ら

んのひと時を大切にお過ごしください。 
 

１．幼児期に大切な“絵本”の存在について(～絵本は子供のおともだち～) 

    幼児教育について「絵本」は重要な教育材料の１つとして位置づけられております。幼児の絵

本体験の重要な意義の１つに“想像力の育ち”があり、その“想像力”が“創造力の育ち”につなが

っていきます。絵本を通じて子ども達の想像力を思いっきり伸ばし、同時に“感動する心”を育む体

験させるためには“選び手”である私達大人が良い絵本を選ぶ必要があります。もちろん、子ども

達が多くの絵本の中から、自分のお気に入りの絵本を見つける力も大切です。しかし、現在はおも

ちゃ化した絵本やキャラクターやデザイン重視で肝心なお話の筋が無いものまで溢れかえってお

ります。強要するのではなく『今日は私が子どもに選んであげよう。』と良い絵本選びを示してあげ

ることが重要です。下に挙げているように絵本は、子ども達の心を豊かにします。また、良い絵本

と合わせ、大切なことがあります。それは、“読み聞かせ”をする事です。“読み手”が心を込めて読

むことで、よりその絵本を価値あるものとします。絵本の読み聞かせをするという愛情が子ども達

の心を高く押し上げていき、その中でいくつもの恵みをもたらしてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

向丘幼稚園では、絵本だけでなく、想像力・表現力が豊かになる活動の一環として、各学年１年

に１回は“劇遊び”を行います。普段から、ごっこ遊びが大好きな子ども達。テーマを決め、お話を

先生達が作り、練習という名の遊びを約１ヶ月程度取り組みます。セリフ・アクション（ボディーラン

ゲージ）等を繰り返す中で、自分のイメージ力を高め、友達のセリフをよく聞き、息を合わせて創り

込んでいくうちに１つのお話しが仕上がります。お話が仕上がってくる頃には自然に集中力も身に

付き、園児ひとりひとりが成長しております。お話の世界を自分で作り上げる事のできる達成感や

喜びは、どこに売ってるものではなく、買うことは出来ない、最高の幸せでしょう。 

１２月 こひつじ便 り  

① お話しを集中して聞く力（そのことだけに集中し、聞く） 

② 知的な好奇心 

③ 抽象的な思考力・創造力 

④ 言葉を繋げて新しいものを組み立てる力・（思考力） 

⑤ 言彙力(豊かな語彙を使い、考える・表現する) 

⑥ 活字や本への親近感 



◎１月の“こひつじ広場” 

<１月２６日（火）１５：００～／予約制＞ 
 

『冬のなりきりごっこ遊び！ 

～ゲーム DE節分ごっこ～』 

 

※毎月のこひつじ広場で HAPPY BIRTHDAY!!をして

います。みんなで一緒にお誕生日のお友だちをお

祝いしましょう。 

※予約制です（１２組程度）。園までご連絡下さい。 

  向丘幼稚園（０８４）―９５６－０４８２ 

◎ 『ふしぎなはこ』 

出版社 ： 福音館書店 

文 ： 長谷川 摂子 

絵  ： 斎藤 俊行 

定価   ： 本体￥９00 + 税 

男の子が拾った木箱のフタを開けると・・・。なん

と、サンタクロースの家の中が見えました。箱の

中の異空間と子供の日常生活とが交錯し、スト

ーリーが展開していくお話です。是非、お楽しみ

ください。 

２０２０（Ｒ．２）．１２．１８．（金） 

学校法人のぞみ学園 向丘幼稚園 

２．クリスマスを味わおう 

     一般的にクリスマスは、「サンタさんがプレゼントを届ける日」として知られております。クリ

スマスの訪れを楽しみに待つ日だと思われがちですが、本当の意味は神様の子「イエス・キリ

スト」のお誕生をお祝いする日とされております。世間ではクリスマスが近づくと、お祭りのよう

な雰囲気で街中が賑やかになります。賑やかに過ごしがちなクリスマスですが、この時期だか

らこそ、命の大切さにも触れたいですね。ここに私の心に響いた言葉を掲載致します。 

“キリストは神の身分でありながら、神と等しい物であることに固執しようとは思わず、かえって

ご自分を無にして、僕の身分になり、人間と同になられました。人間の姿で現れへりくだって、

死に至るまで、それも十字架の死に至るまで従順でした。” 

～ 『 ピリピ人への手紙２章６節～８節より 』 ～ 

どの時代でも“苦しみ”はあり、人によってその苦しみも違いますね。でも、いつも希望を忘れず、

人の喜びを自分の喜びとし、自分の喜びを人の喜びに繋げることが出来れば、苦しみから解き

放たれるのではないでしょうか。その為には、子ども達の様に、出来事を素直に吸収し、周りの

人と共に過ごすことの出来ることに喜びを感じられる私達でありたいと願います。 

 今年度は、“こひつじ広場”を開催する回数が限られておりますが、向丘幼稚園より、各ご家庭

の皆様、世界各地の皆様がひと時でも幸せの中にありますようお祈り申し上げます。 

～ Ｍｅｒｒｙ Ｃｈｒｉｓｔｍａｓ (クリスマス おめでとう) ～ 

 
 

 


